二中・四中統合の経緯説明
市教委では平成18年12月『市立小中学校の適正規模に係る諮問委員会』に小中学校の適正規模及び適正配置について諮問、19年11月同委員会からの答申を受け、20年8月『適正規模・適正配置基本方針』が示され、その第一弾として二中・四中の統合が望ましいとの方向が打ち出されました。
地域としてはこれを受け、二中・四中それぞれの地区に『適正規模地区委員会』（自治会連合会代表、青少年健全育成会代表、子育連代表、学校評議員代表、同窓会代表、ＰＴＡ代表、校区内小学校ＰＴＡ代表、学校長等により構成）を設け、住民意向調査や住民説明会を含め精力的な取り組みを行い、それらの検討経過を踏まえ『二中・四中合同地区委員会』の場へと移行し、慎重な論議の結果、諸般の状況を率直に受け止め、「二中・四中の統合」「新設校の位置は四中跡地」「新設校の名称は『みずき中学校』」とする事を二中サイドとしては『苦渋の決断』として結論づけ教育長へ報告し、本年6月の定例市議会で決定致しました。
